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1.は じ め に

「辞書 は"か がみ"で ある」 とは、「三省堂国語辞典』編集主幹で あった見坊豪

紀氏 の信条 である。 氏 は、 「辞書 は、 ことばを写す"鏡"で あ ります。 同時 に、

辞書 は、 ことばを正す"鑑"で あ ります。(中 略)時 代 のことばと連動 する性格

を持 っ小型 国語辞典 としては、 ことばの変化 した部分 にっ いて は"鏡"と してす

ばや く写 し出すべ きだ と考えます。」(同 辞典 「第三版序文」1981年10月31日)

と述 べ られてい る。それでは、語釈 の ことばはど うであろ うか。立項 され る見 出

し項 目ばか りでな く、その語釈 に使 用される ことばに も時代 が写 し出されてい る

のであ ろうか。

た とえば、 「バ レーボール」 という見 出 し語 につ いて見ててみ よう。1943年 刊

行の 「明解国語 辞典 』 では、(1)・(2)の よ うに 「排球」 とい う漢語を使用 し

た言 い換え型 の語釈 を行 い、「排球」の ところで、説明型の語釈を行 って いる。

(1)バ レエーボオル:排 球。(明 解国語辞典)

(2)は い一き ゅう:コ オ トの中央 に網 を張 り、二組 に分れて大形 の球 を敵 の

陣地 に打入 れて落 させ る遊戯。バ レエ(一 ボオル)。(明 解国語辞典)

ところが、2001年 刊行 の 『三省堂 国語辞典(第 五版)』 では、(3)・(4)の よ
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うに、 「排球」 に対 して外来語 の 「バ レーボール」 による言 い換え型の語釈が行

われ、「バ レーボール」 の ところで、説明型 の語釈が行われてお り、(1)・(2)

と(3)・(4)は 、対照的 な記述 にな っている。 この相違 は、時代の相違 を反映

してい るのではないだろ うか。

また、説 明型 の語釈 である(2)・(4)に 使用 されてい る単語 に注 目 してみて

も同様 の こ とが考 え られ るので は ない だ ろ うか。「網」 と 「ネ ッ ト」、「た ま

(球)」 と 「ボール」 との間 には、時代 の相違が反映 されてい るので はないだろ う

か。

(3)は いき ゅう:バ レー(ボ ール)。(三 省堂国語辞典(第 五版))

(4)バ レーボール:コ ー トの中央 にネッ トを高 くは り、六人 または九人 ずっ

のふ た組 に分れて ボールを相手の コー トに打 ち入 れる競技。排 球(ハ イ

キュウ)。バ レー。(三 省堂国語辞典(第 五版))

次の(5)・(6)は 、 今回の調査 対象 であ る 『例解新国語辞典(第 七版)』 の

記述で ある。(4)と 同様、 「網」 ではな く 「ネッ ト」 が、 また 「たま(球)」 で

はな く 「ボール」が使用 されてい る。

(5)は い きゅう:項 目な し(例 解新 国語辞典(第 七版)2006年 刊)

(6)バ レーボール:① コー トの中央 に ネ ッ トをは り、 ボ ール を地面 に落 と

さないよ うに手で打 ちあ って得点 をきそう球技。試合 は一チ ーム六名で

行 な う。 オ リンピック種 目の一っ。一 チーム九名です るや りか たもある。

略 して 「バ レー」 ともいう。排球(は い きゅう)。② ①で使 うボール。

(例解新国語辞典(第 七版))

ちなみに、古語辞典を見てみ ると、(7)の ように、 「蹴鞠」 の語釈 に 「スポー

ッ」 という外来語の使用例がみ られ た。 しか し、 これは珍 しい例 で、現行 の古語

辞典 において 「蹴鞠」 は、「スポーッ」 で はな くて 「遊び」 または 「遊戯」 であ

るのが普通で ある。古 語辞 典の語 釈 において、将来、 どのよ うな外来語 が使用 さ

れ るよ うになるのか。 これ もたいへん興味深い問題 であるが、本稿 では、現代語
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辞典のみ を対象 とす る。

(7)け 一ま り(蹴 鞠):貴 族の スポーッの一種。 シカのなめ し皮で作 った鞠

を、 ひと りが蹴 り上 げ、他の人が これを受 けて蹴 り、地 に落 とさぬよう

にす る もの。=「 しうき く」「まり」(新 明解古語辞典(初 版))

本稿の 目的 は、近代 日本語 において増加傾向 にあ る語種 「外 来語」の、現代語

辞典の語釈 における使用状況の一端を報告す ることであ るが、あわせて、語釈用

の基本語彙 を選定す るための考察を一歩進めたい と考え る。

2.語 釈 の た め の基 本 語 彙

語釈 とは、 「ある単語(ま たは語結合)の 意味 を、 他 の単語(ま た は語結合)

を使用 して、 ときには、 その単語その ものを も使用 して表現す ること。 また、そ

の表現。」 であ ると考 え られよ う。 その行為 の 目的および、 その表現 され たもの

の存在意義 は、辞書 の利用者が当該の単語(ま た は語結 合)の 意味を正 確 に理解

し、適切 に使用で きるよ うにみ ちび くことにあ る。「他の単語(ま た は語結合)」

とは、 語釈 の対象 になっている単語(ま た は語結合)の 関連語(上 位 語 ・下位

語 ・類義語 ・対義語 など)で ある。その多 くが、語釈執 筆者が想定す る利用者に

とって理解が容易で あると考え るものであ ろう。 また、その表現量 は、 いたず ら

に多 くな らないよ うに考慮 されてい るであ ろう。っま り、語釈 の ことば には、利

用者 にと って 「や さ しく」「短 く」 あることが求め られてい ると考 え るのであ る。

それで は、現行 の辞書 における語釈の実態 はどのよ うにな ってい るので あろ う

か。本稿 では、以下、語釈 に使用 されて いる単語(ま たは語結 合)を 「語釈語」

とよび、語釈 の対象 になって いる方を 「見出 し語」(接辞 ・語基 ・語 結合を含む)

とよぶ ことにす る。語釈語 の使用状況を詳 しく調べ ることによ って、同 じ語釈語

であ って も、 その使用 を禁 じられた ら、語釈が不可能 あるいは きわめて困難にな

るものが あ り、 その一方で、必ず しも、その語 釈語 を使 用す るに はおよばない も

のが ある ことが明 らかになって くるので はないだ ろうか。前者 の集合 を 「語釈 用

基本語彙」、後者 のそれ を 「語釈用非基本語彙 」 と仮称 したい。

大島中正(2002)に お いて、語釈 に使用 されてい る音象 徴語 にっいての調査報
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告 を行 った。そ の使 用 回数 の相違 に着 目す ると、 た とえ ば、「は っ き り(と)」

「す っか り」「きちん(と)」 「しっか り」のよ うな音象徴語 は、語釈用基本語 の有

力候 補であ り、 「じ一ん」 「ひそひそ」 「ぶ らっ」 のよ うな ものは、 語釈用非基本

語の有力候補 であ ると思 われ る。

それで は、外来語 語彙 に属 す る単 語 にっいては、 どうで あろ うか。今回 のサ ン

プ リング調査の結果か らは、「ボール」「コンピュー ター」「スポーツ」 「テ レビ」

等を語釈用基本語の有力候補 として挙 げることができる。

3.『 例 解 新 国語 辞 典 』 につ い て

今回、 調査対象に選んだの は、 『例解 新国語辞典(第 七版)」 であ る。 「例解新

国語辞典』 は、中学生を対象 と した、国語学習の場で役立っ ことを 目的 とす る辞

典で あるが、 その意味記述(語 釈、用例、注記)が 簡 に して要 を得 た ものであ る

た めに、外国人 の日本語学習者(上 級 レベル)に も推薦 で きる現代語辞典 で もあ

る。玉村文郎(1987)で は 「語例 ・句例が豊富なの もよ く、表現 ・理解 のために

も、研究 ・教育 のために も、極 めて有用 な辞書」(玉 村文郎(1987)91頁)と 、

評価 されて お り、 柴 田武(1988)に も、意味 の分析 にっいて 「『例解 国語 辞典』

か ら始 ま って、「岩波国語辞典』、『新明解国語辞典』 とだんだんよ くな り、『例解

新国語辞典」 で は、 中学生向 きの辞書 なが ら、 一段 とよ くな って来 た。」(柴 田

武(1988)29頁)と の指摘 があ る。 さらに、 野村雅昭(2006)に は、 この辞書

の語釈 にっ いて、他 の辞書 との比較 において 「わか りやす く親切 な記述をめ ざし

て いるこ とがわかる。 これが中学生 を対象 と した辞書一般 の特徴 なのか、 この辞

書 にみ られる特徴 なのか は断言 できない。」 と しなが らも、 「す くな くとも、 この

辞書 が その ような姿勢 を とろ うと してい ることは、 みとめて よ さそ うであ る。」

(野村雅 昭(2006)34頁)と 述べ られている。

『例解新 国語辞典』 は、「鏡」 である と同時 に 「鑑」で もある現代語辞典の1冊

で あ り、 とりわけ、 その語釈 は本稿 が目的とす る調査の対象 にふ さわ しいので は

ないかと考 える。

4.調 査

今 回の調査 におけ る目的 ・対象 ・方 法 ・結果 にっ いて、 その要点 を記せば、下
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記 のよ うになる。

4-1.目 的

現代語辞典 の語釈 には、 どのよ うな外来語が、 どの くらい、 どん な見 出 し語 の

語釈 のために使用 されてい るのか、 その実態 を明 らか にす る。

4-2.対 象および方 法

靉
名 称:『 例解新国語 辞典(第 七 版)』

編著者:林 四郎(編 集代表)相 澤正夫 大 島資生 篠 崎晃一(編 集幹事)

出版社:三 省堂

発行年月 日:2006年1月10日

収録見 出 し項 目数:約57,000項 目

圖
① サ ンプ リング調査 を実施。本文偶数ペ ージの中段 に見え る見出 し語を対象

とす る。

② 漢字項 目 ・用例(句 例 ・文例)・ 関連語 ・注記 は対象外 とす る。

③ 西洋外来語 および和製外来語 を対象 とす る。 したが って、「かばん」「キセ

ル」 「メ ンマ」 「ラーメ ン」 などは、対象外 と した。 なお、西洋外来語 の認

定 に際 しては、石綿敏雄編 『基本外来語辞典』(東 京堂 出版)を 参照。

④ 固有 名詞 ・言語名 ・宗教名 ・数量詞 は対象外 とす る。

⑤ 混種 語(「 相 手 チ ー ム」、 「両 チ ー ム」「オ リン ピ ック種 目」「一 チ ー ム」

「mマ 字」「ユーモ ラスな」 など)は 対象外 とす る

m3.結 果

今 回の調査の結果(詳 細 は本稿末尾の語彙表 「語釈語 と見出 し語」 を参照)、

当該外 来語 の使用 されて いた見出 し語 数 が5以 上 の ものを、順 に列挙 す ると、

「ボ ール」「コ ン ピュ ー タ ー」「ス ポ ー ツ」「テ レ ビ」「グ ル ー プ」 「サ ッカ ー」

「デ ータ」 「ゲーム」 「エ ンジン」 「チーム」 「ラジオ」 「パ ソコ ン」 「テニス」 「バ

ス」 の14語 であ った。 全数調査 の結果 ではないが、 次 の 国 か ら圈 のよ うな事

五
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項が指摘で きるだろ う。

國 スポー ツ関係、情報(産 業)関 係 の単語 が語釈語 と して多 く使用 されて い

る。

回 見出 し語 もまた、 スポーッ関係、情報(産 業)関 係の ものが 目立っ。

匿]「 グループ」 「ゲーム」 のよ うな類義語(「 仲間」・「種類」、「遊 び」・「遊戯」

な ど)の 存在 する ものの使用 は、 この辞書 の特徴で あるか もしれ ない。今

後、 このよ うな外来語 が語釈語 として使用 され ることが増加す るのか否か、

注 目すべ き点 か と思 う。

5.お わ り に

外来 語 は、 あ る特定 の分野 に限 って使用 され るものが多い。 この ことは、っ と

に指摘 されてい ることであるが、今回 の調査 において も、 この ような外来語の性

質 を再 認識す る こととな った。 も しも、 スポーッ関係の単語 や情報(産 業)関 係

の単語 は立項 しないとい う編集方針 の辞書が あれば、 「ボール」 「スポー ッ」 「コ

ンピュー ター」 「テ レビ」 とい った単語 は、 語釈用基本語彙 に は属 さな くな るの

ではないだろ うか。 しか し、時代 を写 し出す 「鏡」であ ることが求め られ る現代

語辞典 においては、 スポーッ関係、情報(産 業)関 係の単語 を立項 しないな どと

いうこ とが そ もそ もありえ ないことで あるというべ きであろ う。
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語 彙 表 「語 釈 語 と見 出 し語 」

・この語彙 表は、語釈語 とその語釈語 が使用 され ている見 出 し語 の数 および、

その見 出 し語 の一 覧表 である。言 い換 え型 の場合 は、見 出 し語 に※を付 した。

1.[薹](24)[イ ンタ ー セ プ ト、 オ ー・・一 タ イ ム、 オ フサ イ ド、 ご ろ、 ジ。

ス ト ミー ト、 水 球 、 ス ク ラ ム 、 ス ト ロ ー ク 、 球 足 、 チ ャ ー ジ 、 ツ イ ス ト、 ト

ラ ッ プ 、 ノ ッ ク 、 バ ッ ク ア ッ プ 、 バ ッ ト、 バ レ ー ボ ー ル 、 ピ ッ チ ャ ー 、 ピ ッ

チ ン グ 、 ヒ ッ ト、 ピ ン、 フ リ ー ス ロ ー 、 ボ ー ク 、 ホ ッ ケ ー 、 ボ レ ー]

2.コ ン ピ ュ ー タ ー(18)[IT、 圧 縮 、 ア プ リケ ー シ ョ ン 、MO、 ギ ガ 、 掲 示 板 、

コ ン ピ ュ ー タ ー ウ イ ル ス 、 コ ン ピ ュ ー タ ー グ ラ フ ィ ッ ク ス
、 サ ー バ ー 、 端 末 、

媒 体 、 バ ッ ク ア ッ プ 、 ビ ッ ト、 フ ァ ミ コ ン、 プ リ ン タ ー 、 文 字 化 け 、LAN、

リ ア ル タ イ ム]

3.[° ≡≡ヨ(18)[ウ ォー ミ ング ア ップ、 駅 伝 、 観 客 、 競 技 、 誤 審 、 サ ー クル 、

三 冠 王 、 柔 軟 体 操 、 ス キ ー、 デ ビュ ー、 ハ イ タ ッチ 、パ ラ グ ライ ダ ー、 反 則 、

ビジ タ ー、 マ リ ンス ポ ー ツ、 ヨ ッ ト、 リー グ、 ワ ンサ イ ドゲ ー ム]

4.[三 互1ヨ(15)[ア フ レ コ、 効 果 、 広 告 、 サ ー ビス エ リア、CM、 字 幕 、 ス ク

リプ ト、 タ レ ン ト、 デ ィ レ ク タ ー、 同軸 ケ ー ブル、 ニ ュー ス、 放 送 、放 送 局 、

マ イ ク ロ ウエ ー ブ、 ロケ ー シ ョン]

5.グ ル ー プ(9)[う ち(内)、 細 胞 、 少 数 派 、 代 表 、 多 数 派 、 党 派 、 ブ レー

ンス トー ミン グ、 ミス ター 、 流 派]

6.[五 互 ヨ(9)[イ ンタ ー セ プ ト、 オ フサ イ ド、 サ ポ ー ター 、 チ ャ ー ジ、 ト

ラ ッ プ 、 ハ ッ ト ト リ ッ ク、 ピ ッ チ 、 ボ レ ー 、 リ ー グ]

7.[デ ー タ](9)[圧 縮 、 ア ナ ・ グ、 コ ン ピュー ター 、 コ ン ピュ ー タ ー ウ イ ル ス、

GIS、 媒 体 、 バ ック ア ップ、 文 字 化 け、 リアル タイ ム]

8.匠 ≡](8)[オ タ ク、 賭 け、 興 じる、 碁 、 さい ころ 、 ジ ュ ー ス、 ダ ー ツ、

手札]



語釈にはどんな外来語が使用されているか

9.[至 三 互 ≡ヨ(7)[オ ーバ ー ヒー ト、 オ ー バ ー ホ ー ル、 原 動 機 、 自動 車 、 タ コ

メ ー タ ー、 ノ ッキ ン グ、 排気

10.[三 ≡ ヨ(7)[お もて(表)、 球 団 、 サ ポ ー タ ー、 水 球 、 選 手 権 、 ビ ジ タ ー、

リー グ]

11.[至 ヨ(7)[混 信 、CM、 ス ク リプ ト、 タ レ ン ト、 ニ ュ ー ス、放送 、放 送 局]

12.[巫](6)[オ タク、 ス ク ・一 ル 、 セ ・ トア ・プ 、 デ ブ ・ ・レト、 ・・ブ、

フ リー ズ]

13.[ア ニ ス](5)[ジ ュ ー ス、 サ ーバ ー 、 ス トロ ー ク、前 衛 、 ボ レー]

14.[/¥](5)[行 き、 下 車 、 降 車 、 車 掌 、 低 床]

15.巨 ≡ コ(4)[ヵ フ ェ ィ ン、 ※ ヵ フ ェ ー、 ヵ フ ェォ レ、 サ イ ホ ン]

16.[」-IL(4)[水 球 、 フ ・丿一 ス ・ 一、 ホ ・ケ ヘ ポ ・]

17.1コ ンク リー ト(4)[岸 壁 テ トラ ポ ・ ド、 土 留 め 、 ビル]

18.[≡ ≡≡ ≡≡](4)[通 信 網 、 ニ ュ ー ス ソ ー ス、 ニ ュ ー スバ リュ ー、 放 送]

19.バ ス ケ ッ トボ ー ル1(4)[オ ー バ ー タイ ム 、 オ フ ェ ンス、 セ ン ター 丶 フ リー

ス ロ ー]

20.[J¥° ヨ(4)[青 黴 、 黒 パ ン、 ジ ャ ム 、 ・¥°ン粉]

21.[ホ テ ル](4)[チ ・ 一 ジ、 フ ・ ン ト、 ペ ン シ ・ ン・ ・ ケ ー シ ・ ン]

22.ラ グ ビー(4)[オ フサ イ ド、 ス ク ラ ム、 チ ャー ジ、 ノ ー サ イ ド]

23.[リ ズ ム](4)[ジ ・ズ、 シ ンコ ペ ー シ ・ ン、 マ ンボ、 觸]

24.1ア イ ス ク リー ム 【(3)[ア ラ モ ー ド、 バ ニ ラ、 パ フ ェ]

25.[ウ イ ル ス](3)[黄 熱 病 、DNA、 伝 染 病]

26.1エ ネ ル ギ ー1(3)[光 合 成 、 相 対 性 理 論 、 熱 エ ネ ル ギ ー]

27.1オ ー トバ イ(3)[※ 単 車 、 排 気 量 、 バ イ ク]

28.[ガ ス](3)[噴 気 孔、 ホ ー ス、 元 栓]

29.カ ル シ ウ ム1(3)[硬 水 、 サ プ リメ ン ト、 石 膏]

30.[ク リー ム](3)[シ ュー ク リー ム、 シ ー トケ ー キ、 ワ ・フ ・レ]

31.[憂](3)[シ ・一 トケ ー キ、 バ ター、 洋 軒]

32.1コ ー ト(court)1(3)[セ ン ター ライ ン、 バ レー ボ ー ル、 ホ ッケ ー]

33.ゴ ル フ(3)[ア プ ロ ー チ 、 ス ト ロ ー ク、 チ ャ ー ジ]

34.[サ イ ズ](3)[M、 縮 刷 、 四っ 切 り]

九
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35.[丕](3)[ア ンダ ー シ ・ ツ、 コ ン ビネ ー シ ・ ン、 メ リヤ ス]

36.[亙 ヨ(3)[ア ブ ・ 一 チ、 シ ュプ 一 ル、 賄]

37.区 ヨ(3)[緩 舶 在 、 コ ン ピュ ー タ ー、 落 下 傘]

38.[壷 コ(3)[カ プ セ ル、 膠 、・・バ ・ ア]

39.[/¥ヨ(3)[紫 煙 、 ニ コチ ン、 や1・]

40.[チ ャ ンス](3)[時 機 、 下 心 、 長 蛇 を逸 す る]

41.[バ ツ1](3)[ク リケ ・ ト、 ジ ・ス トミー ト、 短 打]

42.バ レー ボ ー ル1(3)[オ ー バ ー タイ ム、 サ ーバ ー、 前 衛]

43.プ ラス チ ック1(3)[ア セ トア ル デ ヒ ト、 へ ら、 も の さ し]

44.フ ロ ッ ピー デ ィス ク(3)[MO、 コ ン ピュー ター ウイ ル ス、 媒 体]

45.匡 ヨ](3)[ク リケ ・ ト、 ス トmク 、 艇 身]

46.[メ ンバ ー](3)[少 数 派 、 多 数 派 、 党 員]

47.ア ス フ ァル ト1(2)[重 油 、 逃 げ水]

48.1ア ル コ ー ル1(2)[香 水 、 さ っ ま い も]

49.1ア ンモ ナ イ ト1(2)[示 準 化 石 、 中生 代]

50.1イ ンタ ー ネ ・ ト1(2)[媒 体 、 ノ丶ン ドル ネ ー ム]

51.[オ ーIL](2)[ク リケ ・ ト、 ス トmク]

52.[オ ペ ラ](2)[間 奏 曲 、 前 奏 曲]

53.[丕 ヨ(2)[手 札 、 は さ み]

54.カ ー トリ ・ジ1(2)[MO、MD]

55.[匠 ヨ(2)[生 命 線 、 ヘ ア ピ ンカ ー ブ]

56.國(2)[写 真 、 ※写 真 機]

57.[亙 ≡ ヨ(2)[ス モ ー ク、 ひ び]

58.[≡ 三 ヨ(2)[フ ・ ン、 冷 房]

59.グ リー ン(2)[ア プ ロ ー チ、 緑]

60.1ク ローバi(2)[う ま ごや し、 緑 肥]

61.[互 互 三 』(2)[泳 法 、 フ リー ス タ イル]

62.ケ ー ブル(2)[同 軸 ケ ー ブ ル、 ハ ブ]

63.[互 ≡≡ヨ(2)[酌 、水差 し]



語釈にはどんな外来語が使用されているか

64.巨 ≡](2)[ち くび、 ホ ー ス]

6鉦 ヨ(2)[サ ーバ ー、 ※ サ ー ビス]

66.1サ ー フ ィ ン1(2)[※ 波 乗 り、 マ リ ンス ポ ー ツ]

67.囲(2)[※ サ デ ・ス ト、 ※ サ デ ・ズ ム]

68.サ ラ ダ(2)[ズ ッキ ー 二、 マ ヨネ ー ズコ

69.[シ ー ズ ン](2)[三 冠 王 、 民 宿]

70.[ジ ャム](2)[ク レー プ、 ワ ・フ ・レ]

71.[シ ョ ッ ク](2)[騨 、 ワ ンク ・ シ ・ ン]

72.[-J¥° ヨ(2)[コ ン ビニ エ ンス ス トア・ ※字 幕]

73.区 ≡ ヨ(2)[タ ンメ ン、 ラー メ ン]

74.[巫](2)[八 頭 身、 文 体]

75.匡 司(2)[ち ゃ ら、 プ ラス]

76.[:ヨ(2)[た こ焼 き、 マ ・ネ ーズ]

77.[塹](2)[オ タ ク、 版 型]

78.ダ イ ヤ モ ン ド1(2)[黒 ダイ ヤ、 単 体]

79巨 亘](2)[テ ク ニ カ ル ノ ・ ク ア ウ ト・ パ イル]

80.[憂 三 ヨ(2)[空 車 、 タ コ メ ー タ ー]

81.["/(2)[滑 り込 む、 ノ 汐 ・チ]

82.[互 ヨ(2)[瞬 、 タ ・プ ダ ンスコ

83.[至 ≡≡ ≡ヨ(2)[石 膏 、 ※ 白墨]

84.チ ・コ レー ト1(2)[シ ・一 トケ ー キ、 パ フ ェ]

85.1テ ー ブル1(2)[食 卓 、 同席]

86.[T三 ≡](2)[世 話 物 、対 談]

87。[ト イ レ](2)[※ 化 粧 室 、洗 面 所]

88.ド ラ イ ア イ ス1(2)[昇 華 、 ス モ ー ク]

89.[丕:亘 コ(2)[前 衛 、 バ レー ボ ー ル]

90.1ネ ・ トワ ー ク(2)匸 ・ ン ピ ュ ー ター ウイ ・レス 、LAN]

91.[三 憂](2)[荒 物 、 くみ 置 き]

92.1パ ラ シs‐ ト1(2)[パ ラ グ ラ イ ダ ー、 落 下 傘]

93.パ ル プ(2)[製 紙 丶 チ ップ]

=
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94.[/¥°;/`/](2)[ビ キ ニ、 ブ リー フ]

95.[亘 三コ(2)匚 稽 古 、三 重 奏]

96.[亘 丕1](2)[至 近 距 離 飛 び道 具]

97.1ビ ニー ル1(2)[ス ト・一 、 ホー ス]

98.[亘/l](2)[建 設 、 柱]

99.1フ ァ ッ シ ・ ンi(2)[タ ト・一 、 トラ 。 ド]

100.[Z≡ コ(2)[※ 換 気 扇 、 サ ポ ー タ7

101.1プ ロ グ ラム1(2)[コ ン ピ ュー ター、 コ ン ピュ ー タ ー ウ イル ス]

102.1プ ロ ダ ク シ ョ ン1(2)[専 属 、 フ リー ラ ンス]

103.フ ロ゚ペ ラ(2)[換 気 扇 、 ハ ブ]

104.[≡ ヨ(2)[滑 り込 む、 ボ ー ク]

105.[ヨ コ(2)[愛 玩 、 放 し飼 い]

106.1ボ ウ リング1(2)[タ ー キ ー、 ピ ン]

107.1ボ ー トレー ス1(2)[艇 身 、 水 を あ け る]

108.ボ ク シ ング(2)[テ ク ニ カ ル ノ ック ア ウ ト、 ボ ク サ ー]

1・9.[巫 ヨ(2)[オ フサ イ ド、 トラ ・プ]

110.1メ ・デ ・-1(2)[カ ンタ ー ビ レ、 曲]

111.1レ ス トラ ン1(2)[チ ・ 一 ジ、 ・ザ]

112.1レ ス リ ングi(2)[フ リース タイ ル 、 レス リング]

ll3.[ロ ー プ](2)[つ な ぐ、濁 円 木]

・以 下 は、 た だ1っ の 見 出 し語 に使 用 され て い た語 釈 語 と そ の見 出 し語 で あ る。

見 出 し語 を()中 に示 し、 通 し番号 は省 略 。 言 い換 え型 の場 合 に は、 見 出

し語 に※ を付 した 。

ア ー ス(端 子)ア ー チ(め が ね 橋)ア ー ム(腕 木)ア イ ス ホ ッケ ー(ハ ッ ト ト

リ ッ ク)ア ウ ト(刺 す)ア ウ フ ヘ ー ベ ン(※ 止 揚)ア ク シ ョ ン ドラ マ(※ 活 劇)

ア ク セ サ リー(ブ テ ィ ック)ア ク セ ン ト(ス ト レス)ア ク ロバ ッ ト(フ リー ス タ

イ ル)ア ダ ック ス(羚 羊)ア ニ メ(オ タ ク)ア マチ ュ ア(セ ミプ ロ)ア メ リカ ン

フ ッ トボ ー ル(オ フ ェ ンス)ア ル バ イ ト(フ リー タ ー)ナ ル フ ァベ ッ ト(エ ッ ク



語釈 にはどんな外来語が使用 されて いるか

ス脚)ア ル ミニ ウ ム(ボ ー キ サ イ ト)ア レル ギ ー(蕁 麻 疹)ア ンテ ナ(同 軸 ケ ー

ブ ル)ア ンテ ロー プ(※ 羚 羊)ア ンバ ラ ンス(不 均 衡)イ タ リ ック(書 体)イ ブ

ニ ング ドレス(イ ブ ニ ン グ)イ ベ ン ト(MC)イ ヤ ホ ー ン(端 子)イ ンク(ペ

ン)イ ンチ(ヤ ー ドポ ン ド法)イ ン トロ(※ 序 奏)イ ン トロ ダ ク シ ョ ン(序 奏)

イ ンフ ル ェ ンザ(サ ー ズ)ウ ー ル(※ 羊 毛)ウ ォ ー タ ー ポ ロ(※ 水 球)エ ア リア

ル(フ リー ス タ イ ル)エ ー カ ー(ヤ ー ドポ ン ド法)エ チ ル ア ル コー ル(※ ア ル

コ ー ル)X(エ ッ ク ス脚)エ ナ メ ル(燐 酸 カ ル シ ウ ム)エ ピ ッ ク(※ 叙 事 詩)

オ ー ケ ス トラ(タ ク ト)オ ー トメ ー シ ョ ン(※ 自動 制 御)オ ーバ ー ス ロ ー(上 手

投 げ)オ ー バ ー ハ ン ドス ロ ー(上 手 投 げ)オ ラ ト リ オ(カ ン タ ー タ)オ ン ス

(ヤ ー ドポ ン ド法)ガ ー ゼ(タ ンポ ン)カ ー ナ ビ(GIS)カ ー フ ェ リー(※ フ ェ

リー)カ ウ ン ター(バ ー)カ カ オ(チ ョ コ レー ト)カ ス タ ネ ッ ト(ボ レ ロ)カ ス

テ ラ(シ ョー トケ ー キ)

ガ ス バ ー ナ ー(熱 気 球)ガ ゼ ル(羚 羊)カ フ ス ボ タ ン鼈 甲)カ レー ライ ス(福

神 漬 け)ガ ロ ン(ヤ ー ドポ ン ド法)ク ッキ ー(洋 菓 子)ク ライ マ ック ス(見 得)

グ ラウ ン ド(ピ ッチ)ク ラ ス(中 級)ク ラ ブ(ビ ジ タ ー)グ ラ フ(GIS)グ ラム

(単 位)グ リセ リン(ア ル コー ル)ク ロム(め っき)ケ ア マ ネ ー ジ ャー(介 護 士)

ケ ー ス(チ ップ)コ ー チ(ボ ック ス)コ ー ト(ミ ンク)コ ー ド(和 音)コ ー ド

(電 源)ゴ シ ック(書 体)ゴ チ ッ ク(ゴ シ ッ ク)コ ピー(複 製)コ マ ー シ ャル

(CM)コ ロ ナ ウ イ ル ス(サ ー ズ)コ ン テ ス ト(ミ ス タ ー)コ ン ト(バ ラ エ

テ ィー)コ ン ピ ュ ー ター ネ ッ トワー ク(サ ー バ ー)サ ー カ ス(ピ エ ロ)サ ー ビス

(無 償)サ イ ク リ ング(エ ア ロ ビ ク ス)サ デ ィズ ム(サ デ ィ ス ト)サ ン プル(見

本)CD(ト ラ ック)CD-ROM(媒 体)

ジ ェ ッ トスキ ー(マ リンス ポ ー ツ)シ ス テ ム(サ ー ビス)ジ ャズ(ジ ャズ セ ッ

シ ョン)シ ャベ ル(シ ョベル カ ー)シ ャベ ル カ ー(※ シ ョベ ル カ ー)ジ ャ ンプ

(ノ ル デ ィ ック競 技)ジ ャ ンル(代 表 作)ジ ュー ス(カ ク テル)シ ョー(バ ラェ

テ ィー)ジ ョギ ング(エ ア ロ ビ クス)シ ョ ッ ト(ア プ ロー チ)シ リー ズ(選 書)

シ ン グル ヒッ ト(※ 単 打)シ ンメ ト リー(※ 対 称)ス カ ー ト(ス ー ッ)ス キ ュ ー

バ ダイ ビ ング(マ リンス ポ ー ツ)ス ク リー ン(虚 像)ス ケ ー ル(※ もの さ し)ス

タ ン ダ ー ド(※ 標 準)ス タ ン プ(押 印)ス テ ィ ッ ク(ト ラ ッ プ)ス トラ イ ク

(タ ーキ ー)ズ パ ゲ ッテ ィ(タ バ ス コ)ス プ レー(フ ロ ン)ス モ ッキ ン グ(※ ス

一
三
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モ ック)ス ロー ガ ン(シ ュプ レー ヒ コー ル)セ コ ン ド(テ ク ニ カ ル ノ ック ア ウ

ト)セ ック ス(※ 性)セ ッ ト(に ら売 り)セ ッ トア ッパ ー(※ セ ッ トア ップ)ゼ

ブ ラ(※ 縞 馬)ゼ ミ(※ 演 習)ゼ ミナ ー ル(※ 演 習)セ メ ン ト(石 膏)セ ロハ ン

(浸 透 圧)ソ(三 和 音)ソ フ ト(圧 縮)タ ー コ イ ズ(ト ル コ石)タ ー ミナル(※

端 末)ダ イ エ ッ ト(※ 減 量)タ イ トル(三 冠 王)タ イ ミング(息 が合 う)タ ク ト

(音 頭)タ ッパ ー(タ ッパ ー ウ ェ ア)ダ ブ ル ス(前 衛)ダ ム(貯 水)ダ リア(球

根)タ レ ン ト(オ タ ク)チ ー ズ(乳 製 品)チ ー ム メ ー ト(ハ イ タ ッチ)チ ェ ロ

(三 重 奏)チ ャ ッ ト(ハ ン ドル ネ ー ム)チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ(※ 選 手 権)デ ー

ジ ー(※ ひ な菊)テ クニ カル タ ー ム(※ 術 語)テ クニ ッ ク(※ 技)デ ジ タル カ メ

ラ(画 素)テ ノ ール(※ テ ナ ー)デ モ(シ ュプ レ ヒ コー ル)デ モ ク ラ シー(※ 民

主 主 義)テ レ ビ ドラマ(総 集 編)テ ン ト(ズ ッ ク)テ ンポ(サ ンバ)ド(三 和

音)ド ア(ノ ック)ド ラ イ ク リー ニ ング(水 洗 い)ド ライ バ ー(※ ね じ回 し)ト

ラ ック(タ コ メ ー タ ー)ト ラ ッ ピ ング(ト ラ ップ)ト ラ ンス(※ 変 圧 器)ト ラ ン

プ(ダ イ ヤ)ト ラ ンペ ッ ト(ト ロ ンボ ー ン)ト リオ(※ 三 重 奏)ト リッ ク(特

撮)ト リプ ル ク ラ ウ ン(※ 三 冠 王)ト レー(ト レイ)ト レー ニ ン グ(自 主 トレ)

ドロ ー(ド ロ ンゲ ー ム)TKO(※ テ ク ニ カル ノ ッ クア ウ ト)ニ ッ ク ネー ム(ハ

ン ドル ネ ー ム)ノ ー ト(ス ク ラ ップ)パ ー テ ィー(主 賓)ハ ー ト(か た ば み)

バ ー ナ ー(ア セ チ レ ン)ハ ー モ ニ カ(単 音)バ イオ リン(三 重 奏)ハ イ キ ン グ

(水 筒)ハ イ ク(※ ハ イキ ング)ハ イ ドロ フ ォ イル(※ 水 中翼 船)パ イ プ(や に)

パ イ ロ ッ ト(※ 水 先 案 内 人)パ ス(オ フサ イ ド)バ ター(乳 製 品)バ ッ グ(ポ ー

チ)バ ックパ ック(バ ックパ ッカ ー)バ トン(バ トン タ ッチ)バ ナ ナ(果 物)バ

ニ ラエ ッセ ンス(バ ニ ラ)パ ラ シ ュ ー ト(※ 落 下 傘)バ ラ ンス(踏 み 外 す)バ レ

エ(フ リー ス タ イ ル)ハ ンカ チ(香 水)パ ンチ(※ は さ み)パ ン テ ィ ー(ビ キ

ニ)バ ン ド(ボ ー カル)ハ ン ドボ ー ル(フ リー ス ロ ー)ハ ン ドル(切 り返 す)

BGM(※ バ ッ ク グ ラ ウ ン ド ミ ュ ー ジ ッ ク)ピ ー ナ ッ ツ(※ 落 花 生)ビ ー ル

(ピ ッチ ャー)ヒ ー ロー(※ 英 雄)ヒ エ ロ グ リフ(※ 象 形 文 字)ピ ク セ ル(※ 画

素)ビ ザ(※ 査 証)ピ ザ(タ バ ス コ)ビ ジ テ ィ ングチ ー ム(※ ビ ジ タ ー)ビ タ ミ

ン(サ プ リメ ン ト)ビ タ ミ ンB1(脚 気)ピ ッチ ャ ー(ボ ー ク)ピ ッチ ャー ズプ

レー ト(プ レー ト)ピ ッチ ャ ー プ レー ト(ボ ー ク)ヒ ッ ト(※ 安 打)ピ ン(ヘ ア

ピ ンカ ー ブ)ピ ンチ ヒ ッタ ー(※ 代 打)フ ァイル(圧 縮)フ ァ シ ズ ム(※ フ ァ ッ
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シ ョ)フ ァク シ ミ リ(※ フ ァ ッ クス)フ ァ ック ス(フ ァ ッ ク ス)フ ァ ン タ ジア

(※ フ ァ ン タ ジー)フ ィー ト(ヤ ー ドポ ン ド法)フ ィル ム(マ イ ク ロ フ ィル ム)

フ ィー ル ドホ ッケ ー(ホ ッケ ー)フ ェ ミニ ズ ム(フ ェ ミニ ス ト)フ ォ ン ト(※ 書

体)フ ライ(ズ ッキ ー 二)プ ラ イ ド(お 高 い)フ ラ イパ ン(パ ンケ ー キ)ブ ラ

ジ ャー(ビ キ ニ)フ ラ ス トレー シ ョン(※ 欲 求 不 満)フ ラ ッ シ ュ(マ グネ シ ウ

ム)プ ラ ム(※ す も も)フ リ ー(フ リ ー ラ ン ス)ブ リ キ(胴 乱)プ リ ン タ ー

(ジ ャム)プ レー(チ ャ ー ジ)ブ レザ ー コー ト(ワ ッペ ン)ブ ロイ ラー(地 鶏)

プ ロテ イ ン(サ プ リメ ン ト)プ ロパ ンガ ス(ガ ス)プ ロポ ー ズ(※ 求 婚)フ ル ー

ツ(※ 果 物)ベ ー ス ア ップ(※ 賃 上 げ)ベ ッ ド(寝 台)ベ ル ト(万 歩 計)ポ ー ズ

(床 運 動)ボ ー ダ ー ラ イ ン(※ ボ ー ダ ー)ホ ー ム ス テ イ(ホ ス ト フ ァ ミ リー)

ホ ー ムプ レー ト(プ レー ト)ホ ー ム ヘ ルパ ー(介 護 士)ホ ー ム ペ ー ジ(掲 示 板)

ホ ー ムベ ース(バ ッ クネ ッ ト)ホ ー ム ラ ン(三 冠 王)ホ ー ム レス(シ ェ ル ター)

ボ タ ン(留 め る)ボ タ ン(ジ ュー クボ ック ス)ボ デ ィー ビル(ミ ス タ ー)ポ ル カ

(円 舞)ボ ル ト(電 圧)ホ ル モ ン(副 腎)ポ ン ド(ヤ ー ドポ ン ド法)ポ ンポ ン

(チ アガ ール)マ ー ク(ワ ッペ ン)マ イ ク ロ(※ ミク ロ)マ イ ル(ヤ ー ドポ ン ド

法)マ ウ ン ド(ピ ッチ ャー)マ グ マ(※ 岩 漿)マ グ ネ シウ ム(硬 水)マ ゾ ヒズ ム

(マ ゾ ヒ ス ト)マ ッチ(硫 黄)マ ニ ア(オ タ ク)マ ッ ト(床 運 動)マ ラ ソ ン(伴

走)マ ン トル(マ グマ)ミ(三 和 音)ミ ラー ジュ(※ 蜃 気 楼)ミ ル ク(カ フ ェオ

レ)ム ー ド(ペ ン シ ョ ン)メ ー トル(単 位)メ チ ル ア ル コ ー ル(ア ル コ ー ル)メ

タ ノ ー ル(メ チ ル ア ル コ ー ル)メ デ ィ ア(媒 体)モ ー グ ル(フ リー ス タ イ ル)

モ ー ター(原 動 機)モ ー ニ ン グ(礼 服)モ ス リ ン(※ メ リ ンス)ヤ ー ド(※ ヤ ー

ドポ ン ド法)ヤ ール(ヤ ー ド)ユ ー カ リ(コ ア ラ)ユ ニ ッ ト(※ 単 位)ヨ ッ ト

(帆 走)ラ イ ブ ラ リー(※ 図書 館)ラ ンナ ー(ボ ー ク)リ ア リズ ム(※ 現 実 主 義)

リッ ター(リ ッ トル)リ ュ ックサ ック(バ ックパ ッカ ー)ル ー ル(悪 法)ル ー

レ ッ ト(チ ップ)レ ー ダ ー(マ イ ク ロ ウ エ ー ブ)レ ール(列 車)レ コ ー ド(プ

レー ヤ ー)レ コー ドプ レー ヤ ー(ピ ック ア ップ)レ フ ェ リー(テ ク ニ カ ル ノ ッ ク

ア ウ ト)レ プ ラ(※ ハ ンセ ン病)レ ベ ル(低 劣)レ ポ ー ト(通 信 教 育)ロ イ マ チ

ス(※ リュー マ チ)ロ ー マ ン(書 体)ロ ッカ ー(備 品)ロ ック(ジ ャ ム セ ッ シ ョ

ン)ロ ッ ク ン ロー ル(ツ イ ス ト)ワ ー プ ロ(ア プ リケ ー シ ョ ン)ワ イ シ ャ ツ(カ

フス ボ タ ン)ワ クチ ン(予 防接 種)ワ ル ッ(円 舞)
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